
 
 平成２７年度で合併１０周年を迎える栗原市は、１０周年記念としてメモリアルイベントを開催します。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族愛をテーマにした、涙無しでは観られ

ない、愛に溢れたミュージカル。栗原ドリー

ムアンバサダーのＡＫＢ４８岩田
いわた

華
か

怜
れん

さんも

出演します。 

                        ４５１万円 

  （子育て支援課子ども・家庭福祉係） 
 

【主な合併１０周年記念事業】 

ミュージカル公演事業（５月３０日）                    ４６５万円 

  （社会教育課生涯学習係） 

栗原の子どもたちが、楽しく触れ合う市民参加型の大会とすることを目的に開催してい

る「元気なくりはらっ子大会」を拡充し、合併１０周年を記念したキャラクターショー等

を開催します。 

市民が行う文化芸術活動の支援に努め、地

域に根差した文化芸術の推進を図ることを目

的に市民芸術祭を開催し、市政への関心の高

揚と、協働によるまちづくりへの推進につな

げます。 

※かっこ内の月日は開催予定日ですので、今後変更となる場合があります。  

（仮称）市民芸術祭（８月２日）                     ４６３万円 

  （社会教育課生涯学習係） 

戦略３ 

栗原文化会館震災復興記念芸術祭の様子 

元気なくりはらっ子大会２０１４ 

ミュージカルの様子 

元気なくりはらっ子大会
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※かっこ内の月日は開催予定日ですので、今後変更となる場合があります。  

多くの市民の参加により一体感の醸成を図って

きた市民まつりを合併１０周年を記念して内容を

拡充し、さらなる飛躍と市民総参加の記念となる

イベントを開催します。 

 

平成２０年岩手・宮城内陸地震の際、多くの市民に勇気と希望を与えてくれた自衛隊と

の絆をさらに深める記念コンサート。多くの方々に親しまれている、自衛隊音楽隊のコン

サートを開催します。 

２０１５栗原市民まつり（８月２９日）                   ９００万円 

  （産業戦略課商工振興係） 
 

栗原市ハーフマラソン大会（１１月８日）                  ７００万円 

  （社会教育課スポーツ推進係） 
 

自衛隊音楽隊コンサート                          １４８万円 

  （社会教育課生涯学習係） 
 

心にきざむ 文化講演会                         ２２２万円 

  （社会教育課生涯学習係） 
 

戦略３ 

昨年の栗原市民マラソン大会の様子 

昨年の文化講演会 講師 俳優 笹野 高史氏 

２０１４栗原市民まつり開会式 

【主な合併１０周年記念事業】 

毎年１１月に開催している栗原市民マ

ラソン大会を拡充し、若柳地区を会場に

栗原市ハーフマラソン大会を開催しま

す。

各分野の第一線で活躍している著名人の講演

を通して、市民一人一人の文化的資質を養い、自

己実現を図る糧とするため、タイムリーなテーマ

で講演会を開催します。
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記） 

栗駒山麓ジオパーク構想は、平

成２７年度の日本ジオパーク認定

に向けてジオサイトの説明看板・

案内看板の整備やビューポイン

ト・ビジターセンターの整備を進

め、栗駒山麓ジオパーク推進協議

会の活動については、ホームペー

ジや広報誌、フェイスブックなど

を活用しながら情報発信を行いま

す。 

また、ジオサイトの案内と説明

を行うガイドの養成や小中学校で

のジオパーク教育、モニターツア

ーなども行います。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

地元の人々の生活や産業を支え続けて

きた「くりでん」。この「くりでん」の歴

史を後世に伝えるため、くりはら田園鉄道

公園の資料館新築・既存施設修繕工事等を

行い、地域資源の活用を通して、生涯学習

の場や、観光拠点施設として整備します。 

 

 

 観光客数を、７７万人から２００万人まで増やします 戦略 １

【戦略１を達成するための主な取り組み】

□拡栗駒山麓ジオパーク構想推進事業                  ６，５１４万円 

（担当：ジオパーク推進室ジオパーク推進係） 

□拡くりはら田園鉄道旧若柳駅等活用事業              ３億８，１３１万円 

（担当：企画課企画係） 

ジオガイドによる視察受け入れの様子 

財源 県の負担額  １，６６０万円  市の負担額  ４，８５４万円 

くりはら田園鉄道公園資料館完成イメージ図 

財源 市の負担額  ３億８，１３１万円（うち市債［借入金］３億４，３４０万円） 
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   企業の誘致を進め、自動車関連産業など４社の誘致、 

１千人の雇用を実現させます 

戦略 ２ 

【戦略２を達成するための主な取り組み】 

   「子育ては栗原で」をスローガンに、 

若者の人口を１千人増やします 

戦略 ３ 

平成２６年度に整備が完了し完売した定住促進築館伊豆住宅 

□拡住まいる栗原シェアリングタウン事業              ２億１，３４４万円 

            （担当：管財課財産係） 

三峰工業団地整備事業                      ７億２，８６９万円 

第２大林農工団地整備事業                    ３億３，００３万円 

（工業団地整備事業特別会計）            （担当：産業戦略課企業戦略係） 

 人口減少の抑制と若者世代の定住や

移住を促進するため、市が所有する未

利用地を住宅分譲地として整備し、提

供します。 

造成工事中の三峰工業団地 

 

造成工事中の第２大林農工団地 

 

財源 市の負担額  １０億５，８７２万円（うち市債［借入金］  ９億９，１４０万円） 

  

高速交通網に恵まれている地の利を生かした工業団地の整備を進め、雇用の受け皿となる企業

の誘致を推進し、積極的な雇用の創出・確保に努めます。 

≪造成整備予定地≫ 
 定住促進築館土橋住宅 
 定住促進若柳川原住宅 
 定住促進高清水佐野丁住宅 

【戦略３を達成するための主な取り組み】
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○新築館地区保育所建設事業                    ６億７，１４６万円 

（担当：子育て支援課保育サービス係） 

 

栗駒地区幼保一体施設整備事業                １０億９，８６０万円  

○新瀬峰地区幼保一体施設整備事業                   ５，７６３万円 

志波姫地区幼保一体施設整備事業                ８億７，９８４万円 

○新一迫幼稚園整備事業                      １億７，５５７万円 

（担当：教育総務課教育施設係） 

 

   幼稚園の３年保育の実現と、 

保育所入所の待機児童をゼロにします 

戦略 ４ 

財源 国の負担額   １億５，３０７万円 

市の負担額  ２０億５，８５７万円 

（うち市債［借入金］１８億６，９７０万円） 

栗駒地区幼保一体施設のイメージ図 

 

 栗駒・瀬峰・志波姫地区の幼稚園・

保育所・子育て支援センターを一体化

して整備することで、生涯にわたる人

間形成の基礎を培うとともに、健康で

豊かな感性と想像力を持ったたくまし

い子どもの育成を目指します。 

 また、一迫地区幼稚園については３

年保育の実現のため、施設の増築をし

ます。 

財源 市の負担額    ６億７，１４６万円 

（うち市債［借入金］  ６億２，０５０万円） 

 ０～２歳児の待機児童を解消する

ため、築館幼稚園に隣接して保育所

を建設します。 

 あわせて、子どもの健やかな成長

を目指し、のびのびと楽しく活動で

きる屋外遊具を設置したスペースを

整備します。 

保育所での給食の様子 

 

【戦略４を達成するための主な取り組み】
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「学府くりはら」を目指して、 

小・中学生の学力をレベルアップします 

戦略 ５ 

 

  高齢者の施設入所待機者３００人を半分にします 戦略 ６ 

  市立病院の医師を増やし、充実させます 戦略 ７ 

□拡学府くりはら「学力向上推進事業」                 １，９６７万円 

            （担当：学校教育課指導係） 

医学生・看護学生修学資金等貸付事業（病院事業会計）         ３，２４０万円 

     （担当：医療管理課総務係） 

介護予防事業                                                  ３，１５１万円 

介護予防普及啓発事業                                                １４７万円 

（介護保険特別会計）                 （担当：介護福祉課認定調査係）

※医学生修学一時金貸付者数 平成17年度～平成25年度：17人 

※看護学生修学資金貸付者数 平成22年度～平成26年度：19人 

医師招へい及び看護師確保を図るため、将来市立病院及び診療所での勤務を希望する医

学生・看護学生に対し修学資金等を貸し付けます。 

「学府くりはら塾」の様子 

 

宮城教育大学と連携した長期休業中の中学生

の学びの場「学府くりはら塾」の開講や、学び

支援コーディネーターを活用した小学生版「学

府くりはら塾」、新しく高校生版「学府くりはら

塾」を実施し、小・中学生及び高校生の総合的

な学力向上を行います。 

介護予防事業 足腰元気アップ教室 

 

財源 国等の負担額 ２，１６０万円 

 市の負担額  １，１３８万円 

６５歳以上の方で、生活機能が低下し介護予防が必

要な方へ『くりはら元気アップ教室』等を開催します。 

日常生活のちょっとした工夫で、心身の老化を防

ぎ、自分らしい自立した生活ができるよう専門スタッ

フがみなさんの介護予防をお手伝いします。 

【戦略５を達成するための主な取り組み】

【戦略６を達成するための主な取り組み】

【戦略７を達成するための主な取り組み】
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